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第２回福山地区社協役員会 

１月２２日、第２回福山地区社協役員会が開かれました。 

今年度、２回目のふれあい訪問について、代議員に訪問依頼をしました。ま

た、配布している救急キットの点検確認も実施します。 
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第
十
六
回
ふ
く
や
ま
と
ん
ど
祭
り 

一
月
十
四
日
（
土
）
、「
さ
く
と
う
山
の

学
校
」
運
動
場
に
お
い
て
、『
第
十
六
回
ふ

く
や
ま
と
ん
ど
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
、
小

雨
の
中
で
し
た
が
、
五
十
名
の
皆
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

山
根
自
治
振
会
長
、
ご
来
賓
の
萩
原
市

長
、
和
田
市
会
議
員
か
ら
新
年
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
と
ん
ど
に
点
火
し
、

参
加
者
全
員
で
新
年
の
無
病
息
災
を
願

い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
「
福
山
消
防
団
の
新
組
織
の

報
告
」
、「
美
作
消
防
署
に
よ
る
火
災
報
知

器
の
話
」、
最
後
に
恒
例
の
「
新
春
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
】
敬
称
略 

萩
原
誠
司 

和
田
功 

青
山
恵
美
子 

青
山
千
尋 

青
山
時
弘 

青
山
美
和
子 

有
元
歌
子 

上
野
重
福 

岡
本
正
雄 

岡
本
玲
子 

岡
本
善
博 

河
合
靖
弘 

國
森
悟 

小
林
義
信 

戸
川
啓
子 

徳
田
雅
子 

野
竹
育
央 

野
竹
と
し
子 

山
本
和
美 

朝
霧
武
志 

上
平
壽
雄 

江
美
衛 

神
本
英
夫 

神
原
克
紀 

喜
納
吉
信 

幸
地
博
子 

佐
々
木
日
出
夫 

佐
々
木
あ
け
美 

下
山
義
美 

高
橋
京
子 

香
山
重 

祐
延
毅 

早
見
雅
夫 

岡
本
節
子 

香
山
け
い
子 

香
山
昌
男 

香
山
光
昭 

香
山
雄
一
高
山
利
幸 

長
瀬
鈴
子 

長
瀬
俊
徳 

長
瀬
宣
子 

長
瀬
康
博 

橋
本
英
美
子 

橋
本
龍
吾 

山
根
肇 

山
本
義
彦 

消
防
署
二
名 

み
ま
ち
ゃ
ん
ネ
ル 

※
下
線
は
消
防
団
員
の
皆
さ
ん 

万善天神社で宗閑祭り 

１月２１日、万善地区の宗閑神社で１０

時から宗閑祭りが執り行われました。神事

への参会者には年越し蕎麦が配られまし

た。 

「宗閑神社」は徳川時代の末、養命酒

の創始者で学者、医者でもあった「塩

沢宗閑」という人物を祭ったお宮であ

り、 腰痛を治してもらえる神様との言

い伝えがあります。 

新春じゃんけん大会 

福親 青山恵美子さん 

防災の講話 

野竹分団長 

消防団報告会 

賞品 

萩原市長 和田市議 

山根会長 


